
AI inside Cube シリーズ利用約款  新旧対照表 

【旧約款】 2026 年 4 月 1 日 【新約款】 2026 年 7 月 29 日 改定 / 2026 年 10 月 1 日 適用開始版 

※条項・文言ともに変更がない条については、約款全体の省略防止および見やすさの観点から記載を省略しています。 

条項 変更前  (旧約款: 2026 年 4 月 1 日版) 変更後  (新約款: 2026 年 10 月 1 日適用版) 

第 1 条 

（貸出機器、許諾ソフトウェア） 

第 1 項 

１．【テクノス】は、【契約者】に対し、本契約の有効期間
中、本契約に定める条件にて、次の各号に掲げるサービス（以
下、あわせて「本サービス」といいます。）を提供します。 

① 貸出機器（「AI inside Cube」その他の申込書に記載された

貸出機器及びその付属品をいいます。以下同じ。）の貸出し 

② 許諾ソフトウェア（申込書に記載されたソフトウェア。一定

の機能を提供するファンクションを含みます。以下同じ。）を
使用することの非排他的許諾 

１．【テクノス】は、【契約者】に対し、本契約の有効期間中、本契約に
定める条件にて、次の各号に掲げるサービス（以下、あわせて「本サービ
ス」といいます。）を提供します。 

① 貸出機器（「AI inside Cube」その他の申込書に記載された貸出機器

及びその付属品をいいます。以下同じ。）の貸出し 

② 許諾ソフトウェア（申込書に記載されたソフトウェア。一定の機能を提

供するファンクションを含みます。以下同じ。）を使用することの非排他
的許諾 

③ 申込書の特約事項の記載又は個別の書面による合意に基づき【テクノ

ス】が【契約者】に提供するサービス 

第 1 条 

（貸出機器、許諾ソフトウェア） 

第 4 項 

４．本サービスの詳細については、別途 AI inside 株式会社

（以下「【AI inside】」といいます。）が定めた仕様によりま

す。【AI inside】は、【契約者】の承諾や【契約者】への事前

の通知等なく、本サービスの仕様を変更することができます。 

４．本サービスの詳細については、別途 AI inside 株式会社（以下「【AI 

inside】」といいます。）が定めた仕様によります。【AI inside】は、

【契約者】の承諾や【契約者】への事前の通知等なく、本サービスの仕様
を変更（機能の向上及び追加その他のアップデートを含みます。）するこ
とができます。 

第 5 条 

（故障等の場合のアップデート等） 

第 1 項 

１．【テクノス】は、本契約の期間中、貸出機器（以下、本条
において「対象貸出機器」といいます。）に故障等（対象貸出
機器が全く動作せず又はこれに準ずる場合に限ります。）が生
じた場合、【契約者】若しくは【再許諾先】に対し、許諾ソフ
トウェアのアップデート版又は代替の貸出機器を提供するもの
とします。 

１．【テクノス】は、本契約の期間中、貸出機器（以下、本条において

「対象貸出機器」といいます。）に故障等（別途【AI inside】が定める

ガイドライン等に明記された事象が発生した場合に限ります。以下, 本条

において同じ。）が生じた場合、【契約者】若しくは【再許諾先】に対
し、許諾ソフトウェアのアップデート版又は対象貸出機器に代わる貸出機
器（以下、本条において「代替貸出機器」といいます。）の提供その他の
必要な措置を講じるものとします。 

第 5 条 

（故障等の場合のアップデート等） 

第 4 項 

（なし） ４．第１項に基づき許諾ソフトウェアのアップデート版が提供された場
合、【契約者】は、別途【テクノス】が定める期間内に許諾ソフトウェア
のアップデートを実施しなければならないものとします。 



条項 変更前  (旧約款: 2026 年 4 月 1 日版) 変更後  (新約款: 2026 年 10 月 1 日適用版) 

第 5 条 

（故障等の場合のアップデート等） 

第 5 項（旧第 4 項） 

４．第１項に基づき代替の貸出機器が引き渡された場合、【契
約者】は、滅失、紛失又は盗難のため対象貸出機器の返却が不
可能な場合を除き、代替の貸出機器が引き渡された日から３０
日以内に、【テクノス】の指示に従い、対象貸出機器を返却す
るものとします。 

５．第１項に基づき代替貸出機器が引き渡された場合、【契約者】は、滅
失、紛失又は盗難のため対象貸出機器の返却が不可能な場合を除き、代替
貸出機器が引き渡された日から３０日以内に、【テクノス】の指示に従
い、対象貸出機器を返却するものとします。 

第 5 条 

（故障等の場合のアップデート等） 

第 6 項（旧第 5 項） 

５．【契約者】は、第１項及び第２項に定める措置に対して協
力（許諾ソフトウェアのアップデート版の提供又は貸出機器の
交換に関する【テクノス】に対する申込み、データの移行操
作、及び、スタンバイ機へのアクティベーションキー（【テク
ノス】が提供する、スタンバイ機を利用可能な状態にするため
に必要な情報をいいます。）の入力を含みます。）を行うもの
とします。【契約者】が当該協力をせず、又は、【契約者】若
しくは【再許諾先】が、許諾ソフトウェアのアップデート版を
適用せず、若しくは、代替の貸出機器の受領を拒んだ場合の責
任は、【契約者】が負うものとします。 

６．【契約者】は、第１項及び第２項に定める措置に対して協力（許諾ソ
フトウェアのアップデート版の提供又は貸出機器の交換に関する【テクノ
ス】に対する申込み、データの移行操作、及び、スタンバイ機へのアクテ
ィベーションキー（【テクノス】が提供する、スタンバイ機を利用可能な
状態にするために必要な情報をいいます。）の入力を含みます。）を行う
ものとします。【契約者】が当該協力をせず、又は、【契約者】若しくは
【再許諾先】が、別途【テクノス】が定める期間内に許諾ソフトウェアの
アップデート版を適用せず、代替貸出機器の受領を拒み、若しくは、【テ
クノス】が提供する必要な措置を実施しないことによる責任は、【契約
者】が負うものとします。 

第 6 条 

（適時のアップデート等） 

第 1 項 

１．【テクノス】は、【テクノス】が必要と認めた場合、【契
約者】若しくは【再許諾先】に対し、許諾ソフトウェアのアッ
プデート版を提供し、又は【契約者】に貸出中の貸出機器（以
下、本条において「対象貸出機器」といいます。）を代替の貸
出機器と交換する等の措置を講じることがあります。 

１．【テクノス】は、【テクノス】が必要と認めた場合、【契約者】若し
くは【再許諾先】に対し、許諾ソフトウェアのアップデート版、又は【契
約者】に貸出中の貸出機器（以下、本条において「対象貸出機器」といい
ます。）に代わる貸出機器（以下、本条において「代替貸出機器」といい
ます。）の提供その他の必要な措置を講じることがあります。 

第 6 条 

（適時のアップデート等） 

第 2 項 

（なし） ２．前項に基づき許諾ソフトウェアのアップデート版が提供された場合、
【契約者】は、別途【テクノス】が定める期間内に許諾ソフトウェアのア
ップデートを実施しなければならないものとします。当該期間を経過した

場合、【契約者】は、（ⅰ）旧許諾ソフトウェアをアップデートする目的

以外で使用できないこと、（ⅱ）別途【テクノス】から本サービスに係る

保守サービスの提供を受けている場合（有償であるか無償であるかを問い
ません。）であっても旧許諾ソフトウェアは当該保守サービスの対象外と
なることに同意するものとします。 

第 6 条 

（適時のアップデート等） 

第 3 項（旧第 2 項） 

２．前項に基づき代替の貸出機器が引き渡された場合、【契約
者】は、代替の貸出機器が引き渡された日から３０日以内に、
【レイズ】の指示に従い、対象貸出機器を返却するものとしま
す。 

３．第１項に基づき代替貸出機器が引き渡された場合、【契約者】は、代
替貸出機器が引き渡された日から３０日以内に、【テクノス】の指示に従
い、対象貸出機器を返却するものとします。 



条項 変更前  (旧約款: 2026 年 4 月 1 日版) 変更後  (新約款: 2026 年 10 月 1 日適用版) 

第 6 条 

（適時のアップデート等） 

第 4 項（旧第 3 項） 

３．【契約者】は、前項に定める措置に対して協力（許諾ソフ
トウェアのアップデート版の提供又は貸出機器の交換に関する
【レイズ】に対する申込み及びデータの移行操作等を含みま
す。）を行うものとします。【契約者】が当該協力をせず、又
は、【契約者】若しくは【再許諾先】が、許諾ソフトウェアの
アップデート版を適用せず、若しくは、代替の貸出機器の受領
を拒んだ場合の責任は、【契約者】が負うものとします。 

４．【契約者】は、前項に定める措置に対して協力（許諾ソフトウェアの
アップデート版の提供又は貸出機器の交換に関する【テクノス】に対する
申込み及びデータの移行操作等を含みます。）を行うものとします。【契
約者】が当該協力をせず、又は、【契約者】若しくは【再許諾先】が、別
途【テクノス】が定める期間内に許諾ソフトウェアのアップデート版を適
用せず、代替貸出機器の受領を拒み、若しくは、【テクノス】が提供する
必要な措置を実施しないことによる責任は、【契約者】が負うものとしま
す。 

第 7 条 

（返却） 

第 2 項 

２．【契約者】が【テクノス】に対して貸出機器の返却をなす
べき場合、【契約者】は、貸出機器を、【テクノス】が指定す
る方法により、引き渡すものとます。 

２．【契約者】が【テクノス】に対して貸出機器の返却をなすべき場合、
【契約者】は、貸出機器を、【テクノス】が指定する方法により、引き渡
すものとします。 

第 8 条 

（監査等） 

条名、第 1 項 

第８条（監査等） 

１．【テクノス】及び A【I inside】は、本契約の期間中、貸出

機器の設置場所に立入り、貸出機器の利用状況を監査すること
ができるものとします。【契約者】は当該監査に協力すること
とし、申込書において再許諾先が指定されている場合、【再許
諾先】をして協力させることとします。 

第８条 （監査等） 

１．【テクノス】及び【AI inside】は、本契約の期間中、...（以下同文） 

第 9 条 

（遵守事項） 

第 1 項（柱書） 

１．【契約者】は、貸出機器又は許諾ソフトウェアに関して、
次の各号の一に該当する行為を行い、又は試みてはならないも
のとします。ただし、第２号から第４号については、【契約
者】に許諾された通常の使用方法で貸出機器を使用したことに
より、ソフトウェアの動作により行われる場合はこの限りでは
ありません。 

１．【契約者】は、貸出機器又は許諾ソフトウェアその他の本サービスに
関して、次の各号の一に該当する行為を行い、又は試みてはならないもの
とします。ただし、第２号から第４号については、【契約者】に許諾され
た通常の使用方法で貸出機器を使用したことにより、ソフトウェアの動作
により行われる場合はこの限りではありません。 

第 9 条 

（遵守事項） 

第 1 項第⑦号 

⑦ 蒸留（学習済みモデルにデータの入出力を繰り返すことで得

られる結果をもとに学習すること及びその類似行為） 
⑦ 蒸留（学習済みモデルにデータの入出力を繰り返すことで得られる結果

をもとに学習すること及びその類似行為）その他本サービスを利用して得
られた出力結果を人工知能モデルの学習、トレーニング、評価、又は改善
に使用すること、及びその可能性のあるデータセットの一部として使用す
ること 



条項 変更前  (旧約款: 2026 年 4 月 1 日版) 変更後  (新約款: 2026 年 10 月 1 日適用版) 

第 9 条 

（遵守事項） 

第 1 項第⑧号 

⑧ その他リバースエンジニアリング（分解や解析などを行い、

その動作原理や製造方法、設計や構造、仕様の詳細、構成要素
などを明らかにすること） 

⑧ リバースエンジニアリング（分解や解析などを行い、その動作原理や製

造方法、設計や構造、仕様の詳細、構成要素などを明らかにすること）そ
の他本サービスの構成要素（貸与機器及び許諾ソフトウェアに係るモデ
ル、システムプロンプト、及びパラメータ等を含みますが、これに限りま
せん。）の分解又は解析行為 

第 12 条 

（有効期間） 

第 1 項 

１．本契約の有効期間は、申込書に記載された利用開始日から
起算して１年間とします（ただし、第１条第１項、第２条第１
項、前条第１項、第２０条及び第２１条以外の規定は、本契約
成立の日から効力を生じます。）。なお、【契約者】又は【テ
クノス】のいずれかより本契約有効期間満了の３か月前までに
書面（【テクノス】承諾のもと、電磁的方法によることがあり
ます。）により本契約の更新を行わない旨の通知がない場合、
本契約は１年間、同一条件にて更新されるものとし、以降も同
様とします。 

１．本契約の有効期間は、申込書に記載された利用開始日（ただし、【テ
クノス】が【契約者】に対して本サービスを利用可能にした日が申込書に
定める利用開始日の翌日以降である場合は、当該利用可能にした日）から
起算し、当該利用開始日の翌年の応当日の前月末日までとします（ただ
し、第１条第１項、第２条第１項、前条第１項、第２０条及び第２１条以
外の規定は、本契約成立の日から効力を生じます。）。なお、【契約者】
又は【テクノス】のいずれかより本契約有効期間満了の３か月前までに書
面（【テクノス】承諾のもと、電磁的方法によることがあります。）によ
り本契約の更新を行わない旨の通知がない場合、本契約は本契約有効期間
満了日の翌日から１年間、同一条件にて更新されるものとし、以降も同様
とします。 

第 12 条 

（有効期間） 

第 2 項 

２．【契約者】は、本契約の明文の規定に基づき本契約を解除
する場合を除き、【テクノス】の同意なく、本契約を解除（一
部の解除を含みます。）することができないものとします。
【契約者】は【テクノス】の同意を得ようとする場合、解約日
の３か月前までに【テクノス】に通知するものとします。【契

約者】が【テクノス】の同意を得て本契約を解除する場 A合 I i

（ns【ide】が認めたアップグレードの場合を除きます。）、

解約日の属する月の翌月末日までに、前項に基づく契約期間
（更新した又は更新すべき場合は、更新後の期間）に対応する
月額費用（既払いの部分を除きます。また、一部の解約の場
合、解約部分にかかる利用料金に限ります。）に相当する額及
びこれに対する消費税等相当額を一括して【テクノス】に支払
うものとします。 

２．【契約者】は、本契約の明文の規定に基づき本契約を解除する場合を
除き、【テクノス】の同意なく、本契約を解除（一部の解除を含みま
す。）することができないものとします。【契約者】は【テクノス】の同
意を得ようとする場合、解約日の３か月前までに【テクノス】に通知する
ものとします。【契約者】が【テクノス】の同意を得て本契約を解除する
場合（【テクノス】が認めたアップグレードの場合を除きます。）、解約
日の属する月の翌月末日までに、前項に基づく契約期間（更新した又は更
新すべき場合は、更新後の期間）に対応する月額費用（既払いの部分を除
きます。また、一部の解約の場合、解約部分にかかる利用料金に限りま
す。）に相当する額及びこれに対する消費税等相当額を一括して【テクノ
ス】に支払うものとします。 

第 13 条 

（解除） 

第 1 項第 2 号、第 2 項第 1 号 

（第 1項） 

② 事業全部の譲渡、会社分割、合併、又は解散 

（第 2項） 

① 【契約者】又は【再許諾先】が貸出機器（代替の貸出機器を

含みます。）の受領を拒否し又は受領できない状態にあるとき 

（第 1項） 

② 事業全部の譲渡、会社分割、合併、又は解散したとき 

（第 2項） 

① 【契約者】又は【再許諾先】が貸出機器（代替貸出機器を含みます。）

の受領を拒否し又は受領できない状態にあるとき 



条項 変更前  (旧約款: 2026 年 4 月 1 日版) 変更後  (新約款: 2026 年 10 月 1 日適用版) 

第 21 条 

（委託先における許諾ソフトウェアの使用） 

第 3 項 

３．【契約者】は、本件委託先に次の各号に掲げる事項を遵守
させなければならず、本件委託先が違反した場合は【契約者】
が本契約に違反したものとみなし、これにより【テクノス】に
発生した損害を賠償する義務その他の責任を負うものとしま
す。 

３．【契約者】は、本件委託先に次の各号に掲げる事項を遵守させなけれ
ばならず、本件委託会社が違反した場合は【契約者】が本契約に違反した
ものとみなし、により【テクノス】に発生した損害を賠償する義務その他
の責任を負うものとします。 

第 25 条 

（短期利用の特則） 

第 1 項 

１．短期利用（申込書に「短期利用」にかかる申込である旨記
載されている場合の本サービスの利用をいいます。以下同
じ。）の場合、第１２条第１項にかかわらず、本契約の有効期
間は、申込書に記載された利用開始日から申込書に記載された
利用終了日までとします（ただし、第１条第１項、第２条第１
項、第１１条第１項、第２０条及び第２１条以外の規定は、本
契約成立の日から効力を生じます。）。 

１．短期利用（申込書に「短期利用」にかかる申込である旨記載されてい
る場合の本サービスの利用をいいます。以下同じ。）の場合、第１２条第
１項にかかわらず、本契約の有効期間は、申込書に記載された利用開始日
（ただし、【テクノス】が【契約者】に対して本サービスを利用可能にし
た日が申込書に定める利用開始日の翌日以降である場合は、当該利用可能
にした日）から申込書に記載された利用終了日までとします（ただし、第
１条第１項、第２条第１項、第１１条第１項、第２０条及び第２１条以外
の規定は、本契約成立の日から効力を生じます。）。 

第 25 条 

（短期利用の特則） 

第 2 項 

２．短期利用の最低利用期間は２か月とし、上限は１年間とし
ます。 

２．短期利用の場合、本契約に基づく本サービスの最低利用期間は２か月
間とし、上限は１年間とします。 

第 26 条 

（検証利用の特則） 

（新設） 

（なし） １．検証利用（【契約者】が本サービスの導入を目的として行う本サービ
スの試用をいいます。以下同じ。）の場合、第１２条第１項にかかわら
ず、本契約の有効期間は、別途【テクノス】が認めた場合を除き、申込書
に定めた利用開始日（ただし、【テクノス】が【契約者】に対して本サー
ビスを利用可能にした日が申込書に定める利用開始日の翌日以降である場
合は、当該利用可能にした日）から起算して３０日間とします（ただし、
第１条第１項、第２条第１項、第１１条第１項、第２０条及び第２１条以
外の規定は、本契約成立の日から効力を生じます。）。 
２．検証利用の場合、【契約者】は、本サービスの導入可否を事前に検証
及び評価する目的の範囲内においてのみ本サービスを利用できるものと
し、当該範囲を超えての利用は禁止されるものとします。 

３．検証利用は、1【契約者】につき、１回までとします。 

４．前項の他、検証利用に際する本サービスの提供範囲及び利用料金その
他必要な事項については、別途【テクノス】が定める内容に従うものとし
ます。 



条項 変更前  (旧約款: 2026 年 4 月 1 日版) 変更後  (新約款: 2026 年 10 月 1 日適用版) 

第 27 条 

（AI inside Cube Atlas 利用特約） 

（新設） 

（なし） 【契約者】が AI inside Cube Atlas（本サービスのうち、【テクノス】

が「Atlasシリーズ」と明示して【契約者】に提供するものをいいま

す。）を利用する場合、第１条第６項及び第５条第２項その他「スタンバ
イ機」に係る条項は適用されないものとします。 

末尾（改定履歴） スターティアテクノス株式会社 

2024 年 3 月 1 日 制定 

2024 年 4 月 1 日 改訂 

（ただし、第１２条及び第２５条の変更は、上記改訂日の前日
以前に契約期間が開始している契約には適用しない。） 

2026年 4月 1日 改定 

2024年 3月 1日 制定 

2024年 4月 1日 改定 

2026年 7月 29日 改定 2026年 10月 1日 適用開始 

スターティアテクノス株式会社 

 


